
25

小雑誌の大いなる挑戦：『ダイアル』にみるチャールズ・リケッツの出版戦略

はじめに
　　
　1890年代のヨーロッパでは、様々な芸術雑誌が誕生した。代表的なものとして、ドイツの前衛美術運動のなか
で生まれた『パン』（1895－1900）や『ユーゲント』（1896－1940）、ウィーン分離派による機関紙『ヴェル・サクルム』（1898

－1903）、帝政下のロシアで、セルゲイ・ディアギレフらが発行した『芸術世界』（1898－1904）が挙げられる。英国では、
アーツ・アンド・クラフツ運動のなかで『イエロー・ブック』（1894－97）、『サヴォイ』（1896）が刊行された。フランスでも、
オリジナル版画を収録した愛好家向けの雑誌が生まれた1）。芸術に関する批評と時事的な内容を提供するととも
に、若手芸術家のオリジナル作品、ときにはマニフェストを掲載するこれらの出版物は、各国で起きていた新たな
芸術運動を知るうえで重要な資料となっている。
　このような一般的な定期刊行物より小規模で前衛的な芸術・文芸雑誌を指す言葉として「小雑誌（Little 

Magazine）」がある。クンラート・クレスによる19世紀後半の英国で出版された小雑誌の研究書には、その名称が使
用された先駆けとして、1900年にメルキュール・ド・フランス書店が刊行した小雑誌（Petite revue）の文献目録が挙げら
れている2）。本目録には主にフランス語圏で出版された小雑誌が収録されており、刊行年が最も古い雑誌は1840

年（オノレ・ド・バルザックによる『ルヴュ・パリジェンヌ』）に遡るが、多くは1880年後半から90年代に出されたものである。レ
ミ・ド・グールモンによる序文では、フランスで1890年代に『ルヴュ・ブランシュ』や『ラ・プリュム』などの形式に倣う
雑誌が多く刊行されたが、それは象徴主義が大衆と愛書家の関心を集めた時期に呼応しているとしている3）。そ
してポール・ヴェルレーヌ、ステファヌ・マラルメら象徴主義の作家が作品を発表してきたのが、大手の雑誌（Grande 

revue）ではなく小雑誌であることの重要性を説いている4）。グールモンが小雑誌を大衆向けの雑誌と対置しているこ
とは明らかで、130誌余りの文献目録がその数を未だ網羅するものでないため、今後も調査が必要であるとしてい
る。それは英国の出版物として唯一名を連ねているのが、1892年に1号のみ刊行された『ペイガン・レビュー（Pagan 

Review）』であることからもうかがえる。
　1946年にはF・ホフマンとC・アレン、C・ウルリッヒらによる研究書、『小雑誌：その歴史と文献リスト』5）が刊行さ
れ、『小雑誌』は特定のジャンルを表す用語として定着した。クレスは小雑誌を、商業性を志向する定期刊行物お
よび出版社には受け入れられない文芸・美術作品を掲載すること」6）を目的とし、フランスでは象徴主義、英国では
唯美主義を中心とした前衛芸術への関心を共有する作家や芸術家の活動の場として重視されたとしている。そし
て彼らのなかから商業性をもつと認められ、当時の主流雑誌へ発表の場を移す者も出てくることで、大衆にその活
動が受け入れられていく契機となる。小雑誌はその出版規模にかかわらず、文学と芸術の進展において重要な役
割を果たしたメディアとなってきた。
　本論ではそうした小雑誌の中から、吉野石膏美術振興財団アートライブラリーが所蔵する芸術雑誌『ダイアル

（Dial）』7）を取り上げ、その歴史的意義を考察する。『ダイアル』は画家・版画家であったチャールズ・リケッツ（1866

－1931）とチャールズ・シャノン（1863－1937）によってロンドンで創刊され、1889年から97年まで不定期に第5号まで
続いた芸術雑誌である。雑誌制作の中心を担ったチャールズ・リケッツは、オスカー・ワイルドのほとんどの著作の
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挿絵と装丁を手掛けたことで知られる。自身の出版社「ヘイコン＆リケッツ社」を設立し、ヴェイル・プレスと呼ばれ
る一連の書物を出版してプライヴェート・プレス運動を推進した。後年は絵画、舞台美術、美術評論など多方面で
活躍し、20世紀初頭の英国美術界で大きな影響力をもった人物である。チャールズ・シャノンは出版活動ではリ
ケッツとともに行ったもののほか、『ステューディオ』の編集者であったグリーソン・ホワイトとともに出版した雑誌『パ
ジェント』の美術編集を務めた。シャノンは絵画とリトグラフの分野でも高い評価を受け、リケッツに先んじてロイヤ
ル・アカデミーの会員となった。現在ではリケッツとの芸術におけるパートナーであったことで主に知られている。リ
ケッツとシャノンによる初めての共同プロジェクトが『ダイアル』であり、本誌はワイルドがリケッツと知り合うきっかけ
ともなった。クレスは『ジャーム』や『センチュリー・ギルド・ホビー・ホース』といった先行する小雑誌が、それぞれラ
ファエル前派とセンチュリー・ギルドの機関誌としての役割を果たしていたのに対し、『ダイアル』は参加者のグルー
プとしての連帯は弱いものの、リケッツとシャノン、そして彼らと交友関係にあった作家・芸術家が自らの作品をア
ピールするため綿密に設計された「ポートフォリオ」の面を重視したものとしている。リケッツらの活動は唯美主義
運動のなかに位置づけられるが、ウォルター・サヴェージ、チャールズ・スタージ・ムーア、マイケル・フィールドといっ
た『ダイアル』に集った芸術家と作家たちは、共通の理念を有した結社のメンバーというわけではなかった。そのた
め、この雑誌はリケッツの長いキャリアにおける出版活動の出発点として主に取り上げられ、近年までその内容が
注目されることはなかったが、クレスらの19世紀末の芸術雑誌研究のなかで、その存在が新たに注目されてきてい
る。
　ここでクレスが「小雑誌」として挙げる芸術雑誌のうち、『ダイアル』を含めた代表的な5誌を比較してみよう（表1）

8）。
『ダイアル』が他の雑誌と大きく異なるのは、やはり価格であろう。挿絵入り月刊誌『ストランド・マガジン』は6ペン
ス、1893年に刊行された芸術雑誌『ステューディオ』も同じく6ペンスで販売されていたことを考えると、小雑誌は全
体的に高価であるが、最終的には12シリング6ペンスとなった『ダイアル』の値段は群を抜いており、次に高価な『イ
エロー・ブック』の2倍以上の価格となっている。イギリス国立公文書館が提供するデータベースによれば、1890年
の英国における1ペンスは2017年時点の0.34ポンド、12ペンスである1シリングは4.1ポンドに相当し、12シリング
6ペンスは熟練した職人の日当に値するものだった9）。またダイアルは紙数が30数ページと最も少なく（次に少ないのは
『センチュリー・ギルド・ホビー・ホース』で、45～ 60ページ）、同時期に出版されていた『イエロー・ブック』が250～ 330ペー
ジ、『サヴォイ』が90～ 160ページのボリュームであったことをふまえると、その値段の差はさらに驚くべきものであ
る。部数が他の雑誌よりも少部数なのは、価格もあり、顧客層をかなり限定していることがうかがわれる。
　少部数かつ高額な価格設定でありながら、『ダイアル』は発刊号数こそ5号と少なく、不定期発行であったとはい

表1  「小雑誌」5誌の比較表 ＊センチュリー・ギルド・ホビー・ホースは、改題前までを掲載

雑誌名 発行期間（発刊号数） 判型 部数 価格

The Germ
1850（4） 22.4 × 14.5 cm 1号：700部

2–4号：500部
1シリング

Century Guild Hobby Horse
1884
1886–1892（29）

31 × 22.5 cm
（創刊号のみ28.0 × 22.0 cm）

500部未満? 2シリング6ペンス
1890－92年より１年購読（4号）
で10シリング

The Dial
1889–1897（5） 36.0 × 29.0 cm

（創刊号のみ31.6 × 25.7 cm）
1–2号：200部
3号：250部
4–5号：270部

1号：7シリング6ペンス
2号：10シリング10ペンス
3–5号：12シリング6ペンス

The Yellow Book 1894–1897（13） 21.0 × 17.0 cm 5,000～ 7,000部 5シリング

The Savoy
1896（8） 26.5 × 20.0 cm 1–3号：3,000部

4号：2,400部
5–8号：1,500部

1–2号：2シリング6ペンス
3号：2シリング
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え、8年にわたって続けられた。それは本誌が一定の評価を受け、リケッツとシャノンにとって重要なプロジェクトで
あったからに他ならない。二人の芸術家が『ダイアル』をはじめるまでの流れと、本誌の歩みを確認し、『ダイアル』
の歴史的意義を考察する。そしてリケッツの友人で会ったリュシアン・ピサロの『ダイアル』との関わりを確認し、そ
の役割について考察する。

チャールズ・リケッツとチャールズ・シャノンについて

　チャールズ・ド・スーシー・リケッツは1866年、ジュネーヴで生まれた。その後一家は英国に移住したが、母親の療
養のため、10代の前半をパリ近郊で過ごしている。この時にパリの美術館へ通い、当時流行していた文学に触れた
ことは、リケッツの芸術観に大きな影響を与えた。10代半ばで両親を亡くしたリケッツは、父方の祖父の援助を受
け、ロンドンのシティ・アンド・ギルド美術学校へ入学する。この学校で、リケッツは木版画を専攻するコースを選ん
だ。当時木版画には挿絵としての需要があり、収入が見込めたことに加え、リケッツが『テニスン詩集』（1857）や『わ
れらの主のたとえ話』（1864）といった、ラファエル前派が手がけた挿絵に心酔していたためである10）。リケッツの評
伝を著したデラニーによれば、当時木版画コースにいたのは中流階級の女性が主で、男性は少なかったが 11）、そ
のなかの一人がチャールズ・シャノンであった。リンカーンシャーにある小村で牧師の家庭に生まれたシャノンは、
早くから芸術の優れた才能を示し、父の許しを受けて美術学校へ入学していた。シャノンはリケッツの2歳年上で、
芸術に対する近しい理念を有していた二人はすぐに親しくなった。そして卒業してからも、協力してキャリアを築い
ていくことを約束した。この関係は、リケッツの死まで続くこととなる。二人の木版画の教師を務めていたのは、主
に複製版画を制作する木版画家チャールズ・ロバーツであった。オリジナルの作品を複製する技術のみを教えるロ
バーツに飽き足らず、リケッツとシャノンはグラフィックデザインと素描のコースにも参加する。彼らは、創作の手段
としての版画を学ぶべきと考えるようになったのである。デラニーは写真製版が普及しはじめ、複製木版画に翳り
が出てきた時期であったことも指摘している12）。リケッツは祖父からの仕送りに加えて広告の挿絵、シャノンはクロ
イドン美術学校で絵画教師をして生計を立てながら、創作活動を行った。ルネサンス以降のイタリア古典絵画か
ら題材をとり、ミレイやホルマン・ハントのような写実表現ではなく、理想化された形態を追求する彼らが最も称賛
したのは、ダンテ・ゲイブリエル・ロセッティであった。ロセッティはリケッツにとって生涯賞賛の対象であり続けたが、
リケッツは美術においては英国よりフランスのほうが優れていると考えていた。彼らが最も関心を持ったのは、ピュ
ヴィ・ド・シャヴァンヌとギュスターヴ・モローといった、現実の描写によらない画家たちであった。1885年と87年に
リケッツとシャノンがパリを旅行した際、二人はシャヴァンヌと出会い、2度目の滞在の時は彼のアトリエを訪ねてい
る。その時、シャヴァンヌは彼らに、現在のフランス美術界が写実主義に傾いていることを伝えた。このことは、二
人がパリで象徴主義の作品を学ぶ意志を変えさせ、英国で独自の活動を始める契機となった。
　1888年、二人は友人とともにチェルシー地区の家を借りた。地名から「ヴェイル・ハウス」と呼ばれていたこの場
所で、『ダイアル』の構想が生まれた。シャノンとリケッツはすでに様々な雑誌で挿絵画家として活躍していたが、挿
絵は彼らのドローイングを写真製版で印刷したものが主だった。木版画は当時すでに出版界では廃れており、リ
ケッツらの持つ技能を発揮する機会はなかったのである。また、彼らは展覧会に出品しない方針をとっており、作
品の発表を定期的に行える場として、雑誌制作に着手したのである。
　1888年はアーツ・アンド・クラフツ協会が発足した年でもあり、11月に開かれた第1回アーツ・アンド・クラフツ展で、
エメリー・ウォーカーが活版印刷と挿絵に関する講演を行った。ウィリアム・モリスは本講演を聴講して書物制作に
関心を持ち、1891年にケルムスコット・プレスを設立している。またアーツ・アンド・クラフツ協会に参加したグループ
の一つ、センチュリー・ギルドは1884年より挿絵入り芸術総合雑誌『センチュリー・ギルド・ホビー・ホース』を発行し
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ていた。途中で『ホビー・ホース』と名を変えつつ1894年まで続いたこの雑誌は、出版を高品質な印刷で知られた
チズウィック・プレスが手掛けた。ウォーカーが提唱していた簡潔な美しさと調和に対する意識をもってつくられた装
丁、装飾、タイポグラフィは、プライヴェート・プレス運動に先駆けるものであり、第1回アーツ・アンド・クラフツ展にも
展示された。リケッツらはセンチュリー・ギルドのメンバーであったハーバート・ホーンと親交があり、書物制作に対
する機運の高まりと、同誌の活動が影響を与えた可能性は高い。しかし、『ダイアル』はそれまで英国で出版された
芸術雑誌とは異なるものとして受け入れられた。以下に、その内容をみていく。

『ダイアル』の歴史

　リケッツははじめ、雑誌名を「パン」にしようと考えていたが、すでにそ
の名の雑誌があることがわかり、「初めに庭が頭に浮かび、そこから日時
計（Dial）を連想し」その名をつけるに至った13）。創刊号のリケッツによる
表紙デザインは、まさにそのイメージを描いたものである（図1）。本号で
は、リケッツとシャノンの他、二人の友人であったジョン・グレイとレジナル
ド・サヴェージが寄稿している。グレイは公務員として勤務する傍ら、詩作
を行っていたころに二人と出会い、初期の作品をリケッツのもとで出版し
ている。『ダイアル』第1号に寄せたゴンクール兄弟についての評論と、神
秘的な短編「大いなる虫」は、グレイが最初に依頼された仕事だった。現
在サヴェージについて言及されるのは、専ら『ダイアル』に関わった版画
家としてだが、彼の作品は、同誌の印象的なヴィジュアルを形づくるのに
大いに貢献した。シャノンはパステル、水彩、リトグラフと様々な技法の
作品を提供し、その多才さを発揮している。
　リケッツは表紙と裏表紙のほかイニシャル装飾のデザインを行い、「大
いなる虫」の挿絵の原画も描いた（図2）。本作には草木と山の表現に浮
世絵、特に葛飾北斎の影響が指摘されている。のちに300点を超える日
本美術コレクションを築いたリケッツとシャノンは、1880年代後半より葛
飾北斎に強い関心を抱いており、ヴェイル・ハウスの壁にその浮世絵を
飾っていた14）。日本美術への言及は、『ダイアル』最終号で再びなされる
こととなる。またリケッツはシャヴァンヌの評論も寄稿しており、ラファエ
ル前派とシャヴァンヌは写実への姿勢が異なるが、ともに自然への愛と
感情表現の豊かさを持つものであることを説いている。そして本誌の最
後に、『ダイアル』の目的を以下のように表明している。

　この雑誌の唯一の目的は、その見解へより多くの共感を得ることである。

　知的な排斥は、主題の選択からどの額を選ぶかにいたるまで、どのような意見でも何であれ、あらゆるドア
の前で誰にも起こる。我々の入り口が一般的に正しいとされる道でなかったとしても、全てが我々のせいとい
うわけではないだろう。芸術家の誠実さは、客となる大衆によって左右されないという我々の考えは時代遅れ
なのであり、この考えが広く浸透するまでは、本誌の攻撃的にもみえる態度が許されることを願う15）。

図1  『ダイアル』第１号表紙（Yellow Ninties 2.0
より転載）

図2  「大いなる虫」挿絵（Yellow Ninties 2.0より
転載）
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　当時23歳の若者による挑戦的なこの声明は、もちろん出版界への一種のアピールであったと考えられる。『ダイ
アル』に対する当時の書評は、挿絵や装飾デザインの独創性と高い技術を評価するものがある一方、掲載された
評論や小説、詩については見るべきものはないという厳しい意見が寄せられた16）。『ダイアル』はのちの『イエロー・
ブック』や『サヴォイ』と異なり、文芸編集の担当者はおらず、リケッツとシャノンが編集を全て担い、執筆も行った
が、これは「奇想天外な気まぐれ」17）ととられ、非難の対象となったのである。のちに『ダイアル』へ参加することとな
るリュシアン・ピサロは、1891年1月2日付の父カミーユ・ピサロへの書簡で、当時の状況を伝えている。

　リケッツは私に、『ダイアル』の話を詳しく聞かせてくれました。出版に関わる全ての出費を工面したが、結局
彼らは損失を抱え、売り手を見つけることができなかったのです。雑誌は全て印刷済みだったのですが、レオ
ン・ヴァニエのような、手数料に応じて販売を引き受けてくれる業者がいませんでした。わずかな冊数を取り扱
う書店はありましたが、彼らは愛書家たちが他ではこの雑誌を探せないとわかっており、特別価格だと思わせ
るように、定価よりはるかに高い値段で販売したのです18）。

　リュシアンは、ダイアルの次号に掲載する版画を依頼され、取り組んでいるが、その利益は見込めないであろう
と続けている。まだ評価の定まらない芸術家たちによる出版物の販売を引き受けるのは、書店や販売業者にとっ
ても危険を伴う行為であった。また判型は、「小雑誌」のなかではもちろん、他の雑誌と比較してもかなりの大きさ
であり、これも書店での取り扱いについては不利に働く要素であったろう。加えて、『ダイアル』は当時の芸術雑誌
で類を見ない、紙面に一切広告を入れないという方針を一貫して取っていた。「弁明」にあるように、『ダイアル』は
様 な々意味で一般的ではない雑誌であり、創刊号は商業的には失敗に終わった。
　本誌刊行の最も大きな成果は、見本を送られたオスカー・ワイルドがリケッツのデザインを賞賛し、『ドリアン・
グレイの肖像』（1891）の装丁をリケッツに依頼するきっかけとなったことである。以降、リケッツは『サロメ』を除くワ
イルドの書籍デザインを全て手がけ、彼の名は広く知られるようになった。まさに『ダイアル』は、リケッツの「ポート
フォリオ」として機能したのである。
　『ダイアル』は初号で終わるだろうという一部の予想に反し、第2号が1892年に刊行された。2年半余りを要して
完成した本号には、新たな展開がみられる。判型はわずかに大きくなり、価格は10シリング6ペンスに上がり、印
刷会社はヘイゼル・ワトソン＆ヴィニー社から、より高品質な印刷で知られるバランタイン・プレスに移った。バランタ
イン・プレスは、その後リケッツによる出版物の印刷に
全て関わった。そして最も大きな変化は、デザインか
ら印刷までを手がけるオリジナル版画を収録している
点である。刊行告知書には、本号の木版画とリトグラ
フがアーティストの手で全てつくられ、木版画は版木
から印刷されていることがうたわれている（図3）。シャノ
ンのリトグラフは、ヴェイル・ハウスに備えられた印刷
機で彼自身が印刷した。加えて木版画では、前号の
メンバーに加えてリュシアン・ピサロの作品が加わって
いる。リュシアンは1890年に渡英し、友人のフェリック
ス・フェヌオンを通じてリケッツらと知り合った。リケッ
ツとシャノンはリュシアンの版画活動を支援し、1890

年には版画集を出版している19）。『ダイアル』に参加
したことで、後述するようにリュシアンもリケッツらの 図3  『ダイアル』第2号告知書（部分）
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サークルに属す芸術家として認知されるようになり、新天地での新たな基盤を得た。
　2号の試みとしてあまり言及されることはないが、限定15部に彩飾文字が施され、2ギニー、つまり40シリング2

ペンスで販売されることが告知書でうたわれた。彩飾を行った人物は明示されていないが、おそらくリケッツであ
ろう。1894年に出版した『ヘーローとレアンダー』の試し刷りに、リケッツが全体に彩飾をした版を作ろうとしていた
ことを、リケッツとシャノンの内弟子のような存在であり、後にヴェイル・プレスへも関わることとなったチャールズ・ス
タージ・ムーアが伝えているためである20）。ムーアによれば、この彩飾の試みはいずれも未完に終わった。当時イギ
リスでは中世の彩飾写本が再評価され、そのデザインを模したものが流行しており、それらに倣った手描きの彩飾
文字の人気も高まっていた。プライヴェート・プレスでは、エセックス・ハウス・プレスがモノクロのイニシャル装飾と挿
絵に手彩色を施した書物を制作したほか、アシェンデン・プレスで出版された『雅歌』（1902）が知られている。それら
に10年余り先んじ、彩飾に取り組んでいたことは、リケッツの先見性を示すものである。
　またリケッツは本号に掲載した匿名のエッセイ「書かれざる本」で、『ダイアル』初号への批判に対する反論と、自
らの芸術的目的を表明した21）。初号が、脈絡のない文学と美術の寄せ集めとみられたことに対し、本誌では全
ての芸術に共通する「記録（Document）」という要素が、選択の基準であるとした。リケッツによれば、それは「記憶
のなかの喜び、変容した人生のふとした瞬間を生み出し、操作し」、傑作のディテールの精緻さを表すものである。
「ラファエル前派においては新たな宝石の裂け目に彫り込まれ、印象派においてはゆらめいて空気となる、あるい
は振動して光となる筆致に包まれている」22）記録は、ある特別な表現ではなく、あらゆる優れた芸術に共通して存
在するとしている。またすべての芸術は既知のものの組み合わせであるが、それらにある種の精神が宿るように感
じさせるには、鋭敏な感覚が必要とされ、それは自制心のある職人が備えているものとしている。「芸術はかつて
そうであったし、いまもそうであるが、現在は過去と翼を触れ合わせている23）」と断じたのち、ピエロ・デッラ・フラン
チェスカ、ジョルジョーネ、そしてロマン主義の作品へと連なる表現の展開を論じ、本論は締めくくられている。
　リケッツによる新しいデザインの表紙も、過去の芸術への意識がはっきりと示されている（図4）。様々なモチーフ
が組み合わされた複雑なヴィジュアルについては、リケッツが敬愛するロセッティ、そして偉大な木版画家アルブレ
ヒト・デューラーへのオマージュが指摘されており、クーイストラはイカロスのイメージに、デューラーの同じテーマ
の版画作品への暗示を指摘している24）。加えて、机にもたれて羽ペンをもった人物とその周辺の表現には、《メラン
コリアI》（図5）へのオマージュを読み取ることも可能である。頭に冠のようなものを戴き、肘を曲げる人物は《メラン
コリア》の有翼の女性に重なり、その頭上には同じく鐘と、砂時計の代わりに日時計が描かれている。これは芸術

図4 『ダイアル』第2号表紙 図5 アルブレヒト・デューラー《メラ
ンコリアI》（部分）　銅版画　
1514年　メトロポリタン美術館

図6 レジナルド・サヴェージ《宮殿は燃え、
ベヒーモスは……》（『ダイアル』第2号
扉絵）　木版画
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家の精神世界を描いたとされる《メランコリア》になぞらえ、ヴァイオリン、石像、ビュラン、パレットといった芸術分
野を象徴するモチーフに囲まれた、リケッツの理想の芸術家像が表現されているとみることもできる。デューラーへ
のオマージュは、レジナルド・サヴェージによる木版挿絵《宮殿は燃え、ベヒーモスは……》（図6）の横たわる犀にも
明らかであり、過去に範をとることを恐れない姿勢を示している。
　「書かれざる本」では、ロセッティが自らの絵画作品にソネットを加える場合、言葉が感覚に作用し、絵画表現に
一層の意味合いを与えていることも述べられている。リケッツはのちに、『ダイアル』のインスピレーションとなったの
は『ジャーム：詩、文学と美術における自然への思索（4号以降は『絵画と詩：自然を思索する』と改題された）』であったこと
を語っている25）。『ジャーム』はラファエル前派の機関誌で、そのメンバーおよび関係者による版画と詩、評論を掲
載し、副題の通り、文芸と美術の横断と融合を目指したものだった。リケッツは、『ダイアル』はその意思を引き継ぐ
ものであり、文学と美術に等しく重きが置かれていることを伝えている。言葉とイメージが近づくことへの憧れは、
チャールズ・スタージ・ムーアによる、シャヴァンヌとシャノンの作品に基づいたエクフラシス詩に顕著である26）。この
ようにオリジナル版画へのこだわり、文学と美術の融合、そして自らの芸術理念をうち出したブックデザインによっ
て、『ダイアル』は新たな展開を迎えたのである。
　第3号は、翌年の1893年11月に出版された。本誌にはリケッツらか印刷したオリジナル版画だけでなく、ドロー
イングの写真製版も収録された。写真製版はエマリー・ウォーカーのボウタル・アンド・ウォーカー社が手掛けてお
り、繊細な色調を表現するため、和紙に印刷された。リケッツらが高品質な写真製版を取り入れたのは、版画以
外の作品を発表できる利点があったからだろう。挿絵の数も増したため、価格も12シリング6ペンスに上がり、『ダ
イアル』はさらに高価な雑誌となったが、部数も200部から250部に増加した。この頃には『ダイアル』はより広く認
知され、『ザ・ステューディオ』誌に掲載された匿名の記事では「豪華な版画と活版印刷を収録した『ダイアル』は、
間違いなく世界最高の雑誌といえる」「これほど少部数の雑誌で、現在国外の芸術家の関心を集めているものはな
いだろう」と評された27）。この記事で特筆すべき掲載作品として、シャノンによるリトグラフとともにリケッツのドロー
イングが挙げられており、写真製版による挿絵の導入は功を奏した。
　また2号と3号刊行の間に、リケッツはロンゴス作とされる古代ギリシアの物語『ダフニスとクロエ』を出版してい
る28）。イニシャル装飾と36点の挿絵は全て木版で、リケッツとシャノンがデザインと彫版を行い、『ダイアル』と同
じくバランタイン・プレスで印刷された。本書は高い評価を受け、「デイリー・クロニクル」誌は、本書がモデルとした
『ポリフィロの狂恋夢』（1499年初版）らイタリア・ルネサンス期の書物の様式を、「まるで今日初めて誕生したかのよ

図7 チャールズ・シャノン「頂上のリンゴ」
（『ダイアル』第2号挿絵）　木版画

図8 『ダイアル』第2号のプレスマーク
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うに、全く新しい新鮮なものへと開花させた」29）とした。「スペクテイター」誌は、『ダ
フニスとクロエ』を「デザイナーが最高の成果を得るためには、独創的であろうと努
力するのではなく、古いモチーフを巧みに利用し、洗練させることが不可欠である
という教訓を示している。」とし、「本づくりのリヴァイヴァルにおける最良の成果の
一つ」と称賛を送っている30）。これらは、リケッツが第2号の「書かれざる書」で表明
していた理念を肯定する評価となった。そして『ダイアル』3号には挿絵の一つ「頂
上のリンゴ」が、黄みがかった茶色のインクで印刷されている（図7）。『ダフニスとク
ロエ』は黒で印刷されたが、『ダイアル』での挿絵としての効果、そして『ダフニスと
クロエ』の所有者も楽しめるよう、色を変えたと考えられる。また、3号にはリケッツ
がデザイン・彫版を行ったプレスマークが登場したが（図8）、このプレスマークが使
われたのは本号と『ダフニスとクロエ』のみであった。そして『ダフニスとクロエ』で用
いられた、植物文様を象ったイニシャル装飾のデザインは3号にも踏襲されており

（図9）、2号までのラファエル前派を彷彿とさせる絵画的なもの（図10）からの変化が
見てとれる。

　『ダイアル』の評価が高まる一方、1894年、リケッツが装丁と挿絵6点を手がけた『へーローとレアンダー』がボド
リー・ヘッド社より出版され（シャノンも挿絵を1点担当した）、その出版活動はさらに広がりを見せる。同年、リケッツは
友人の作家ウィリアム・ローゼンシュタインの紹介によりウィリアム・ルウェリン・ヘイコンと出会う。資産家のヘイコン
は彼の出版事業に興味を示し、その共同経営者となることに同意し、ヘイコン＆リケッツ社が設立された。そして
リケッツとシャノンはヴェイルからボーフォート通りの家に引っ越し、ヘイコンがヴェイルの新たな住人となった。こ
の頃祖父からの遺産も入り、資金を得たリケッツは、自身の出版物の独自性をさらに確立するため、活字の考案
に取り組んだ。そして1895年、ヴェイル・タイプが完成する。この活字は、リケッツによれば「開放性と丸み」を持ち、
参考としたニコラ・ジャンソンのローマン体、そしてモリスのゴールデン・タイプより曲線的で、挿絵や装飾と調和す
るために細かな改良を加えたものだった31）。リケッツはこの活字とともにイニシャルを含む装飾もデザインし、理想
の紙面づくりへの準備を進めるとともに、1896年3月には、ロンドンのワーウィック通り52番地に自らの出版物およ
び美術作品の販売と展示を行う「サイン・オブ・ダイアル」が開店した。それに先立ち、1896年初めに出されたヘイ
コン＆リケッツ社の出版物告知書 32）には、「美しい本と信頼に足る版を求める愛書家と収集家」に向けたメッセー
ジが記されている。同社の出版物は、装飾を含めた木版画のデザインと彫版、活字のデザイン、ページのレイアウ
トに至るまで一人の人物が担う、これまで前例のない形式であることが強調されている。リケッツの木版画は同社
の出版物にのみ掲載されることも言い添えられており、これらの書籍がリケッツ個人の「作品」として宣伝されてい
ることが分かる。後半では、『ダイアル』の今後の方針も書かれている。複数のアーティストの作品を集合させたこ
の雑誌について、これまでも、そして今後も「調和」を目指すことはないこと、オリジナル木版画復活の試みと、オリ
ジナルのリトグラフについても収録することが宣言されている。告知書には「サイン・オブ・ダイアル」で扱う書物とし
てシャノンやピサロ、ムーアらによるオリジナル版画のポートフォリオもリストに入っている。『ダイアル』はリケッツ以
外の芸術家も自由に作品を発表できる場であったとともに、ヘイコン＆リケッツ社の商品であるポートフォリオを宣
伝する役割も担ったのである。また取り扱いリストにおいて『ダイアル』は1号と2号は完売、3号も在庫が少ないこと
が記されており、当時の売れ行きは好調であったことがうかがえる。
　『ダイアル』第４号は、「サイン・オブ・ダイアル」開店と同月に発行された。付録のページ見本は、ヴェイル・タイプに
よる初めての印刷物となった（図11）。表紙には、ヴェイル・プレスを意味する「VP」のプレスマークが新たに加わっ
た（図12）。本誌にはオリジナルの版画作品のほか、シャノンの銀筆によるドローイング《ネズミの習作》の写真製版
による複製（図13）が掲載された。これは『イエロー・ブック』の挿絵も手掛けたスワン・エレクトリック・エングレーヴィ

図9  「J」のイニシャル装飾（『ダイ
アル』第3号）

図10  「T」のイニシャル装飾（『ダイ
アル』第2号）
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ング・カンパニーによるもので、線の繊細さを損
なうことなく写しだしている。本作は、リケッツが
装丁をデザインしたジョン・グレイの初の詩集『銀
筆』（1893）を示唆しているとの指摘があり33）、こ
れまでのリケッツらの歩みを思い起こさせる仕掛
けがなされている。またシャノンは本号にもリトグ
ラフを掲載しているが、本号と第5号では印刷は
シャノンではなく、リトグラフ画家のトーマス・ウェ
イが行っている。これはオリジナル版画について、
印刷をより熟練した人物に任せ、創作に専念す
るという方針に変わったことを示している。
　4号でみられる新たな点としては、執筆者に作
家「マイケル・フィールド」が加わったことがあげら
れる。この名はキャサリン・ブラッドリーとその姪エ
ディス・クーパーら二人の女性の共同ペンネーム
であり、異教的な雰囲気を持つ詩と戯曲により、
ロバート・ブラウニング、ウォルター・ペイターら著
名な作家に高く評価されていた。リケッツはこの
作家の正体を知らなかった頃に『ダイアル』を送っ
ており、その後に友人の紹介で知り合った彼ら
は、親しい友人となっていた。のちにリケッツは、
ヴェイル・プレスよりマイケル・フィールドの戯曲を4

作出版している。
　第5号は翌年の1897年12月に刊行されたが、
本号で『ダイアル』は終刊となった。リケッツはそ
の理由を、かつて新しい作品を世に出す方法は
『ダイアル』誌の発行しかなかったが、もはやそう
ではなく、本誌はその役目を終えたとした34）。シャ
ノンは画家、リトグラフ作家としての名声を得て
おり、リケッツもヘイコン＆リケッツ社の出版活動
に専念しつつあり、雑誌制作に時間を割く余裕はなくなっていたのである。また、出版界の状況も変化していた。
1894年、ヘンリー・ハーランドが文芸、オーブリー・ビアズリーが美術編集を担当した『イエロー・ブック』が創刊さ
れる。ビアズリーの斬新さと優美さをあわせもつイラストと、多彩な文芸作品、ハードカバーの上質な装丁が評判
を呼び、同誌は英国の19世紀末を代表する芸術雑誌となった。その後『イエロー・ブック』を解雇されたビアズリー
が再び美術編集を務めた『サヴォイ』が1896年に創刊した。『サヴォイ』は『イエロー・ブック』よりも幅広い読者層
を想定し、より安価に高品質な挿絵と文芸作品を提供した。いずれの芸術雑誌も1,000部以上の部数を誇り、書
店で入手しやすく、価格は控えめだった。『ダイアル』に寄稿した芸術家、作家の多くが両誌にも関わっており、『サ
ヴォイ』には、シャノンもリトグラフの挿絵を提供している。リケッツの死後、1933年に行われた遺品のオークション
カタログには、『ダイアル』3号が10部、4号が7部、そして5号は83部残っていたことが記載されており35）、その需要
が大きく変化したことがわかる。

図13 チャールズ・シャノン《ネズミの習作》（『ダイアル』第4号）　写真製版

図11 ヴェイル・タイプ見本（『ダイアル』第4号）

図12 『ダイアル』第4号表紙（部分）
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　とはいえ、5号に芸術的な進展が見られないわけではない。本
誌は、シャノンのリトグラフで幕を開ける（図14）。メルクリウスの背
に乗って海を越えるバッコスが、円形の構図で紙面いっぱいに描
かれており、その躍動感と力強さは群を抜いている。飛沫のハイ
ライトなど、細部の表現がより効果的になっており、デザインと印
刷の分業がうまく機能したといえよう。イニシャル装飾は、白地に
植物を絡ませたデザインから、黒地に蔓とスミレ、ビオラで装飾さ
れたアルファベットが浮かび上がるものに代わっている（図15）。こ
のデザインは、第4号が発刊される直前に出た前述の告知書で
初めて使用され、後にヴェイル・プレスでも用いられた。リケッツ
は挿絵として、ドローイング（図16）を提供している。本図は、オー
ブリー・ビアズリーの線画の複製を手掛けたカール・ヘンチェル
社によるライン・ブロックで印刷されている。事物を細かに描写し
た、肥痩のある線は、ビアズリーの線画とは異なる魅力を持って
いる。円が反復する複雑な構図は巧みな構成力を感じさせ、リ
ケッツが優れた素描家かつデザイナーであることを示している。
文芸作品についても、友人の挿絵画家ローレンス・ハウスマン、ベ
ルギーの詩人エミール・フェルハーレンの作品を新たに収録して
いる。フェルハーレンは、のちにリュシアン・ピサロが設立したエラ
ニー・プレスより『愛しき老人たち』（1901）を出版している。そして
本誌の最期を飾ったのは、リケッツによる喜多川歌麿の評論（記
名はチャールズ・スタート）であった36）。リケッツは歌麿の作品を、ゴ
ンクール兄弟らフランスの先進的な文学者や芸術家によって研
究されてきたが、イギリスではまだその価値が認められていないと
し、のちの北斎のような劇的な表現や力強さとは異なる潮流にあ
るが、同じく写実主義に位置づけられる画家としている。それは
御用絵師であった土佐派の優美さにつながるものだが、歌麿の
描く対象は市井の女性であった。その特徴である繊細な色使い
と流麗な線、趣向を凝らした構図は、日常の一瞬に現れる女性
の美を写しとることに費やされた。それはそうしたものを愛する日
本特有の感覚に応え、歌麿がその技術を高めた結果であるとし、
西洋人が彼の芸術を理解するには、理想的、劇的、新奇なもの

を尊ぶ自らの美意識と異なる見方が必要であることを説いた。平林氏は、これを英国人によって書かれた初めての
喜多川歌麿についての評論としており37）、フランスの動向に通じ、自ら歌麿の浮世絵の収集も行っていたリケッツ
ならではの、批評家としての初期の重要な仕事でもある。またリケッツが歌麿の浮世絵に見出した細部への鋭敏
な感覚は、『ダイアル』2号でリケッツが提唱した「ドキュメント」と通じるものであり、彼が喜多川歌麿を高く評価し、
共感を寄せていたことが分かる。そして第1号の「大いなる虫」の挿絵の風景表現に見られた浮世絵への関心に、
最終号で再び立ち戻ったともいえよう。

図16 チャールズ・リケッツ《スコットランド王ジェームズ1世
の幻視》（『ダイアル』第5号）　写真製版

図14 チャールズ・シャノン《バッコスの少年時代》（『ダイア
ル』第5号）　リトグラフ

図15  「I」のイニシャル装飾（『ダイアル』第5号）
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『ダイアル』の意義とリュシアン・ピサロの役割

　チャールズ・リケッツはヴェイル・プレスの設立に代表されるように、総合的に本づくりに関わった芸術家であった。
のちにグリーソン・ホワイトはそうした彼の立場を「ブック・ビルダー」と表現した38）。『ダイアル』におけるチャールズ・リ
ケッツの役割は、発行者、編集者、イラストレーター、装丁・紙面のデザイナー、時には執筆も行うなど、「ブック・ビ
ルダー」としての能力を最初に発揮したものであった。そしてチャールズ・スタージ・ムーア、ジョン・グレイ、マイケル・
フィールドら、ヴェイル・プレスに関わる人 と々の最初の仕事となり、ヘイコン＆リケッツ社の設立、「サイン・オブ・ダイ
アル」の出店など、『ダイアル』刊行中に、のちの出版活動の基盤が築かれたことが分かる。また『ダイアル』には、リ
トグラフも含めた複数の芸術家によるオリジナル版画、高品質な写真製版によるドローイングの複製といった、の
ちのヴェイル・プレスでは用いられなかった挿絵の印刷方法が試みられている。これらは『ダイアル』の製作費を高騰
させる要因となったが、その評判を高め、リケッツらが注目される契機となった。後期の写真製版へのこだわりは、
オーブリー・ビアズリーのライン・ブロックによる挿絵の人気を意識したものとも考えられ、当時のリケッツが出版に
おいて様 な々表現手段を模索していたことを読み取れる。このように『ダイアル』は、1890年代に興隆した芸術雑誌
の先駆けでありながら、チャールズ・リケッツという芸術家＝出版業者の個性を色濃く反映した、出版形態と内容と
もに独自の試みがなされた雑誌であった。
　最後に、リケッツの友人であり、のちに自らも出版所、エラニー・プレ
スを創立したリュシアン・ピサロの『ダイアル』への関わりを確認する。リュ
シアンは1890年11月、フェリックス・フォヌオンを介して知り合ったジョ
ン・グレイの紹介で、リケッツと出会った。リュシアンは翌月のカミーユへ
の手紙で、リケッツとシャノン、ウォルター・サヴェージらで文芸作品とリ
トグラフ、木版画、銅版画のモノクロとカラー図版を収録した美術雑誌
を発行したばかりで、それらはごく少部数で高価なものであることを伝え
ている39）。そしてリケッツが、将来的に自らの出版所を持ち、書物と挿絵
におけるウィリアム・モリスのような存在になりたいと語ったことも記録し
ている40）。モリスがケルムスコット・プレスを創設したのは1891年であり、
リケッツが念頭に置いていたのはモリス商会のようなデザインと生産、販
売を行う形式であったと考えられる。リュシアンはこの構想に加わること
で、自らの版画制作も軌道に乗ることを期待していた。また同じくカミー
ユへの手紙で、リケッツが英国人は木版画に興味がなく、コレクターが
いるのはフランスだけであるといったのに対し、フランス人は木版画に興
味があるのは英国人だけだと思っていると答えたと伝えている41）。二人の
木版画家がいずれも、自国の木版画に対する関心が低いことに問題意
識を抱いていたことを知ることができる。またリュシアンは『ダイアル』第2

号に掲載する版画としてリケッツが選んだ《森の乙女》（図17）を、その出
来栄えには自信があるものの、カミーユがラファエル前派やリケッツの影
響を受けすぎていると考えないか懸念していた42）。リュシアンは彼らが、
自然よりも過去の巨匠たちから多くを学ぼうとし、装飾や様式を重んじて
いると感じており43）、それは彼が父から受けた印象派の教えとは異なっ
ていたためである。その後もリュシアンは第3号に《孤独》、第4号に《赤ず
きんちゃん》（図18）、第5号には前年にエラニー・プレスより出版した『ルツ

図17 リュシアン・ピサロ《森の乙女》（『ダイアル』
第2号）　木版画

図18 リュシアン・ピサロ《赤ずきんちゃん》（『ダイ
アル』第4号）　木版画
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